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研究成果の概要（和文）：本研究は、現代の社会変動がもたらす国民国家のシティズンシップの変容をエスニッ
ク・マイノリティとマジョリティ国民の関係性の変化という視点から考察することで、日本を含む先進諸国にお
ける多民族・多文化共生の社会学的研究に貢献することを目指した。具体的には、移民、難民・庇護申請者、先
住民族が国民国家のシティズンシップへと包摂されるあり方がグローバル化と新自由主義の影響によってどのよ
うに変容しているのかを、日本とオーストラリアにおける社会学的現地調査と国際比較分析によって明らかにし
た。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project was to examine the transformation of 
citizenship in nation states by contemporary social change. Examining from the perspective of the 
changing relationships between ethnic minorities and the majority, this project aimed to contribute 
to the sociological study of multi-ethnic and multicultural co-living in developed countries, 
including Japan. This project focused on how migrants, refugees/asylum seekers and indigenous 
peoples are included in the citizenship of the nation-states, and how the way of inclusion is 
changed by globalization and neoliberalism through the field researches and comparative analysis in 
Australia and Japan.

研究分野： 社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、先行研究が指摘してきた、グローバリゼーションと新自由主義がもたらすナショナルな
シティズンシップの動揺と分裂のあり方について、先住民族を含めたエスニック・マイノリティとマジョリティ
国民の関係性という独自の着眼点から綿密な社会学的な現地調査を実施し、そこから得られたデータに基づいた
理論的一般化を行ったことにある。さらに、日本とオーストラリアを題材とした比較考察を行う点にも特徴があ
った。またこうした研究を著書、論文、学会等での報告として公開することで、多民族・多文化共生を目指す学
問的・実践的取り組みに貢献することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 
シティズンシップ理念は、18 世紀に台頭した近代国民国家システムと深く結びついてきた。

それゆえ今日の先進諸国では、ある個人が国民国家という領域に帰属・居住する程度を根拠とし
てその権利を保障し義務を課すという、ナショナルで領域的なシティズンシップの理念と制度
が定着している。 
研究代表者が博士論文研究以来一貫して研究対象としてきた「多文化主義」は、移住者や先住・

少数民族といったエスニック・マイノリティを、文化的差異の承認と構造的不平等の是正によっ
てナショナルで領域的なシティズンシップへと包摂する理念・政策である。研究代表者は、多文
化主義を移民への社会統合政策として発展させてきたオーストラリアを主な分析対象としつつ、
日本における「多文化共生」を目指した外国人住民支援施策に関する実態調査や実践的取り組み
にも関わってきた。その結果、エスニック・マイノリティ向け社会政策がグローバル化と新自由
主義によって変質し、エスニック・マイノリティを社会的に包摂するだけではなく選別・排除す
る側面をもつに至ったことを実証的・理論的に明らかにしてきた。 
こうした研究を進めていくなかで、エスニック・マイノリティ向け社会政策の変化は、現代国

民国家におけるシティズンシップのあり方そのものの変容と深い関係があることが明らかにな
ってきた。多くの先行研究が指摘するように、ナショナルで領域的なシティズンシップの理念と
制度は、グローバル化にともなう政府の政策的自律性の低下と国境を越えた人の移動の増大に
よって揺らいでいる。こうした変化は、いっぽうでは国民国家を超えたコスモポリタンなシティ
ズンシップの可能性をもたらす。あるいは、国境を自由に越えて移動し、国家に利益をもたらす
存在として政府によって歓迎・歓待される高度人材・ミドルクラス移民が体現する「フレクシブ
ルなシティズンシップ」を台頭させる。しかし他方では、グローバル経済の動向に国家政策を従
属させようとするグローバリズム／新自由主義の影響力が増大し、社会民主主義と福祉国家的
社会政策によるシティズンシップの保障の取り組みが後退した結果、国家の内部に存在しなが
ら権利や尊厳を保障されずに中途半端な包摂の状態に置かれる人々が増加する。先住民族向け
社会政策の停滞も、先住民族がこうした状態から脱却することを妨げる。また欧州諸国で問題化
している難民・庇護希望者のように、シティズンシップそのものを否定され国民社会から物理
的・法的に排除される人々も顕在化している。 
 
 
２．研究の目的 
 
こうした研究動向を踏まえ、高度人材・ミドルクラス移民、難民・庇護希望者、そして先住民 

族といったエスニック・マイノリティの人々のシティズンシップのあり方の変容に注目するこ
とで、ナショナルで領域的なシティズンシップが現代の社会変動のなかでどのように細分化さ
れ、再編成されようとしているのかを実証的・理論的に明らかにするのが本研究の目的であった。
そのために、日本とオーストラリアを主な比較分析の対象としつつ、新たに高度人材・ミドルク
ラス移民も射程に含めた。また分析の強調点を公共政策から、その政策の対象となるコミュニテ
ィにおける移民、難民・庇護希望者、先住民族とマジョリティ国民との相互作用のあり方に移す
ことで、グローバル化と新自由主義が国民国家のシティズンシップを分断していく社会的プロ
セスを浮き彫りにしていくことを試みた。 
 
 
３．研究の方法 
 
以下のような方法で研究を進めた。 
 
（１）2016 年度には、オーストラリアでのフィールド調査を 8 月と 11 月に実施した。オース
トラリアにおける移民の社会参加のケーススタディとして、シドニーの日本人移民の市民活動
イベントの視察と関係者への聞き取りを重点的に行った。また 3 月の調査では、韓国系移民に
よってシドニーの郊外に建設された「慰安婦像」をめぐる現地での動きと日本人移民コミュニテ
ィへの影響についての調査を行った。これらは研究代表者が続けている在豪日本人移民研究に、
シティズンシップの視点からの示唆をもたらす重要なものであった。文献資料の収集としては、
オーストラリアにおける、庇護希望者問題を含む人種差別の歴史や近年の排外主義の台頭に関
する先行研究や公文書資料などの収集を、オーストラリア国立図書館やＮＳＷ州立図書館を中
心に行った。 

 
（２）2017 年度は、9 月、11 月、3 月に、それぞれ 1 週間から 10 日程度のオーストラリアでの
現地調査を行った。調査は聴き取りとインタビュー、参与観察、文献資料の収集を行った。フィ
ールドワーク・インタビュー調査としては、オーストラリアにおける移民の社会参加のケースス
タディとして、シドニーやメルボルン、キャンベラにおいて市民活動に関わる日本人移民への聞
き取りや、イベントの視察を重点的に行った。またオーストラリアの大学に勤務する、問題意識
を共有する研究者との意見交換や研究交流を積極的に行った。文献資料の収集としては、オース



トラリアにおける、庇護希望者問題を含む人種差別の歴史や近年の排外主義の台頭に関する先
行研究や公文書資料などの収集を、オーストラリア国立図書館やＮＳＷ州立図書館を中心に行
った。また、オーストラリアのマスメディアにおけるイスラム嫌悪の表象のあり方を分析するた
めに、現地の新聞記事の 20 年から 30 年分のテキストデータを収集した。 
 
（３）2018 年度には、オーストラリアでの現地調査を 3 回、計 3 週間ほど実施した。現地にお
けるミドルクラス移民の社会的編入のあり方を把握するために、日本人永住者のコミュニティ
活動の指導者や現地で永住する日本人ジャーナリストや研究者への聞き取りを行った。またか
れらの行っているコミュニティ活動への参与観察を行った。またオーストラリアの移民・多文化
主義政策に詳しい現地大学の研究者との意見交換を行った。オーストラリア国立図書館や NSW
州立図書館での資料収集も行い、成果を得た。 
 
（４）最終年度である2019年度には、これまでの研究の成果を総合して分析を進めると同時に、
昨年度までの調査のフォローアップとして、9 月にはシドニーにおける聞き取り調査も実施した。 
 
（５）上記のようなオーストラリアでの現地調査、文献収集を行うのと同時進行で、日本国内に
おけるフィールドワークや資料収集と分析を進め、日本とオーストラリアにおける移民・難民・
先住民族のシティズンシップのあり方と、そうした人々に対するマジョリティ国民の排外主義
についての比較考察を行った。 

 
 
４．研究成果 
 
本研究では現代日本とオーストラリアのエスニック・マイノリティのシティズンシップが社

会変動にともなって分断され、それがそうした人々へのマジョリティからの排外主義を正当化
し、活性化させるあり方を、豊富なデータを用いて多様な角度から実証的に明らかにした。それ
をもとに、一定の理論的示唆を得ることができた。その成果は、以下のような活動を通じて公開
された。 

 
（１）2016 年度には、予備的考察としていくつかの論文や研究報告、編著書を発表した。 
 
（２）2017 年度には、研究の中間成果として、いくつかの単著や編著書などを発表することが
できた。また公刊した単著に関する書評会も企画することができた。 
 
（３）2018 年度には、さらなる分析の進捗の成果を 2 つの学会での招待講演、3 つのシンポジ
ウムでの招待講演（ひとつは英語）で発表した。その内容は 1 つの学術論文として年度内に刊行
された。 
 
（４）最終年度である 2019 年度には、研究成果の発信に力をいれた。6 月のオーストラリア学
会 30 周年国際大会、7 月のオランダでの ICAS 国際大会において英語で報告した。さらに研究
成果公開の一環として、Routledge 社より英語の編著書（筆頭編者）、また法律文化社より日本
語の編著書を、いずれも所収論考を含めて刊行した。このほか、国際学術雑誌 IJJS にて英文の
査読付論文を刊行した。さらに Sage 社よりもうひとつの英語の編著書（筆頭編者）の刊行準備
を進め、2020 年度前半に刊行することができた。 
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